
り

」
1996年 仲 η ♂り

肋.イ″

'「

■ T711攣
市議嘉

キ|=冒管
二室義″西上I甚ご芳1ふ

｀
島儡

F

よ
会
川

野
―ｌｌｌ
川
ｔ
の
合
流
点
か
ら
出
会
川
沿
い

に
歩
い
て
み
ま
し
た
。
源
三
位
頼
政
の
家

ｌｌｉ
で
内
橋
権
三
衛
円
雄
源
と
い
う
人
が
、

保
元
、
平
治
の
こ
ろ
制
祀
し
た
、
と
伝
わ

膿時動木ォ‐‐‐州「腸州綺｝制崎剛歩へ胸Ⅶ

用
水
路
の
水
青
と
出
を
渡
る
風
が
快
い
。

十
分
も
歩
く
と
県
立
馬
事
公
苑
。
県
営

競
走
馬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
こ

こ
で
約
五
百
三
十
頭
の
馬
が
調
教
さ
れ
て

‘まし、
卜

醐

γ

鮮

銭

性

、喝

制

ポ

藤
原
信
幸
さ
ん

（６０

。
南
本
町
）

長
年
に
わ
た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
０
日
本
ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

男
の
丼
戸
“壇

〓
議
　
．

男
性
の
皆
さ
ん
い
自
分
や
家
族

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
。
女
性
と
男
性
が
と
も

に
楽
し
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
。
内
容
　
９
月
２９
日
０

「
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ヤ
ル
の
中
の

男
性
像
」、
１０
月
２０
日
０

「
『男
ら

し
さ
』
か
ら
『自
分
ら
し
さ
」
へ
」
、
―

Ｈ
月
２４
日
０

「夫
婦
に
愛
は
可
能

いヽ
？
」ザ
い
ず
れ
も
午
後
■
時
３０

め一フ‐・４別一滞獅″嗜「嗜り一

ケ

一生
涯
学
習
ま‐
ち
づ
く，‐リ
セ
ン

擬
搾
炎
卿は明

受
講
料

一無
料
▼
申
し
込
み
　
同

セ
ン
タ
■
●
④
８
６
３
９
へ
。
．

」場
駈
露
環
‐境
構
横
絵

一

Ｆ
地
球
環
境
問
題
は
一
人

一
人
の

生
活
に
始
ま
り
、
一二
人
一
人
の
生
、

活
の
場
に
帰
り　

，
て．い．ざ
ま
す
‐ｏ
今
、

何
が
必
要
か
い
何
が
で
き
る
か
を

身
近
な
環
境
と
生
活
の
中
か
ら
考

え
て
み
ま
す
‐。
展
示
や
ク
イ
ズ
も

行
い
ま
す
。
一　
■
一●
・
¨

▼
と
き
　
９
月
１４
‐日
ω
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ
一
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

リ
セ
ツ
タ
■
▼
講
師
一
横
山
孝
雄

さ
ん
人
兵
庫
女
子
短
期
大
学
助
教

授
）
▼
デ
ト
マ
一叫
び
と
び
と
´

生
き
し
０
一
ぜ
ム
一
■
求
Ｉ
今
一

詢対ン‐な澤潮「″川一
‐プ‐）一瑯一一

き
ょ
う
人
間
く
ら
ぶ
」
）
問
い
合

わ
せ
　
同
ぐ
ら
ぶ
代
表
一
宮
崎
修

さ
ん
八
郷
瀬
町
γ
雷
②
ｌ
７
２
８
。

ト
ー
ル
ベ
イ
ン
ト
教
室

木
製
品
に
ペ
イ
「ツ
ト
し
ま
せ
ん

い
従̈
来
の
コ
ー
ス
海^
明
第
１
・

脱麻嘲痢ぼコ第一紳Ｊ雄融コ日ド
一
】
ど
締
一
動
賊
級
り

，
ａ
燎
ば

日‐‐‐‐‐
一
一

午
前
９
時
３０
分
１
１２
時
。
月
１
回

一一

で
も
可

▼
と
こ
ろ
一
市
民
セ
ン
　
一

タ
ー
▼
定
員
１５
人
▼
受
講
料

，
■
　
一

日
２
，
０
０
０
円
。絵
の
具
代
含
む
。

・

材
料
費
は
別
▼
申
し
込
み
　
中
嶋

ひ
さ
子
さ
ん
ａ
⑫
・７
８
３
２
‐。

ビ‐‐デ‐‐オ
鑑
賞
会，●
一
　
一一　
一

▼
と
き

，
８
月
２４
日
ω
午
後
３
時

・

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館

▼
内
容

「ポ

・

ス
■
マ
ン
パ
ッ
■
「
・■
・
●
一　
　
・

◎
ビ
デ
オ
大
会

一
一
ｒ
●
一　
　
　
一

▼
と
き

一
８
月
１８
日
０
午
前
１０
時
　
．

―
午
後
８
時
¨
い
ろ
い
ろ
な
内
容

一一

の
ビ
デ
オ
を
放
送
し
ま
す
。
お
楽

一

し
み
に
っ
一
一
一
■
●
ｒ
●

・
■
　
．

お
は
な
し
会

●
・　
●
■

▼
ど
き，
一
８
ル
２４
卜
０
、
９
月
１４

日
０
午
前
ｌｏ
時
３０
分
。
９
月
７
日

ω
午
後

‐３
時
▼
と
こ
ろ
　
図
書
館

▼
対
象

・
３
１
１５
歳
▼
指
導
　
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ

「
パ
ル
ラ

ン
下
」
。
一　
　
　
一、

勤
福
秋
期
講
座
生
を
募
集

内
容
は
、一表
の
と
お
り
で
す
。

▼
期
間
　
１０
月
―
来
年
３
月
。
今

２４
個

（茶
道
１８
回
い
料
理
１２
回
）

▼
之
こ
ろ
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
　
８
月
１９
日
”
１
９

月
１８
日
ω
ま
で
に
受
講
料
を
添
え

て
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ｒ
ａ
②
６

３
２
９
へ
。
一　
　
　
・

し

cポ零犠諄筆鷲

(:)協
ミー経梶辱ど¬置言蟹」

すい

ヘール・ボップ彗星を見よう

今世紀最大の彗星といわれてい
るヘール・ボップ彗星が、南の空
で見ごろです。 7月 にはすでに 5

等級 くらいの明るさでしたので:

場所さえわかれば、双眼鏡でも簡
単↓F見つかるでしょう。 8月 から
9月 にかけ.F il‐、1木 星の右上方向
の、びつかvl座 tl見 えます。テラ■
ドニムの天体観測会でも見ること
ができます。このヘール |ボ ップ
彗星は、来年の春には百武彗星を
はるかにしのくlllBる さになると予
想さオ|て います

`i本
当に楽しみで

すね。| 11‐  ‐ | … … |

1天体観測会

毎週木・金 :土曜日、午後 7時
30分からも1人 2∞ 円。予約が必要:

■子ども科学教室|   |‐|  |
8月 25日 (日 )「熱気球をとばそう」、

91月 8日 (ゅ |な

～
でもスビ■:ヵ l‐

にしよう」
`:時

間はいずれも午後 i

時30か ら.参加無料よただし入館
料は必要。      I    I

轟腸:凄環翠題2駅lF卜 、

〓
釉

一

1教 室日i:

一脚
一

1講師名十

1(綿輛
'

，
ど

■
経
一

一
熟
一 lA)

「 時:間

月

9:lXl^11:oo

10/7

古丸:健 甫

6,71Xl円    .■

別ド花代|「 部ll

‐
 11,OIKl円 が必要

25

25

嵯峨御流

18:∞ -20:00

911Xltll:00

18:lXl～ 20:00

洋裁
9:lXl― H:Oo

富ネ 幸代 .`6,700円
ドレメ式

18:lXl～ 20:00

和裁 9:lXl～ H:00 10/3 脇坂  好 :6,700円 和服作製

茶道 18:∞ -20100 安積 宗功
5,OIKl円

‐

別に抹茶菓子代
2,5∞ 円が必要

裏千家

・
付

¨

卜
着

」
月 18:∞ ～20:llll 1ヒ ロあや子 着物着付

料理
木 18:∞～2o:80

１０
／
′

　

一 細冊  董

5,0∞ 円

"||:||1l ll

24 苺i運 ;


